
選挙区 組合推薦候補 対有権者数得票率

立候補者 得票数 対投票数
得票率

組合推薦
候補

相手候補

日本ＩＢＭ

本社第２ 石原　隆之 219 27.0% 19.2% 51.8%

本社第３ 三浦　裕之 203 24.6% 17.2% 52.7%

本社第４ 吉野　浩介 277 33.3% 19.3% 38.8%

✩当選　(再選挙) 262 34.1% 18.3% 35.4%

府中/他 佐久間　康晴 8 23.5% 17.0% 55.3%

キンドリルジャパン

本社第３ 笹目　芳太郎 135 27.7% 20.3% 53.1%

2022年 組合推薦候補選挙結果 今
年
の
従
業
員
代
表
選
挙

は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー
プ

で
は
11
月
22
日
に
、
キ
ン

ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
グ
ル
ー

プ
で
は
11
月
28
日
に
投
票

が
締
め
切
ら
れ
、
組
合
推
薦

候
補
は
左
表
の
通
り
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

で
12
月
１
日
の
再
選
挙
の
結

果
、
当
選
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
選
挙
で
は
、

当
選
で
き
な
か
っ
た
組
合
推

薦
候
補
も
相
手
候
補
に
対
し

て
善
戦
し
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
上
表
の
対

有
権
者
数
得
票
率
が
２
％
～

６
％
ほ
ど
高
け
れ
ば
再
選
挙

で
当
選
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
す
。
当
選
ま
で

あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
押
し
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
従
業
員
の
皆

様
の
組
合
推
薦
候
補
へ
の
ご

支
持
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
従
業
員

代
表
互
選
問
題

12
月
２
日
に
行
わ
れ
た
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
従
業
員
代
表

を
選
出
す
る
互
選
に
お
い
て

不
適
切
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
の
で
、
以
下
に
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

互
選
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
開
催
さ
れ
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
本
社
第
１
～
第
５
ブ
ロ
ッ

ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
６
名
と
、

司
会
者
１
名
（
別
会
社
の
総

務
の
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

立
候
補
者
の
受
付
で
は
、

組
合
推
薦
の
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
吉
野
さ
ん
と
、
第
５

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
２
名
が
立

候
補
し
ま
し
た
。

続
く
立
候
補
理
由
の
説
明

で
、
吉
野
さ
ん
が
（
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
選
挙
用
の
）
立
候
補

趣
意
書
を
元
に
立
候
補
理
由

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
「
組

合
の
人
に
な
っ
て
も
ら
っ
た

ら
困
る
」
と
い
う
、
吉
野
さ

ん
に
と
っ
て
は
妨
害
行
為
と

な
る
不
適
切
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
投
票
で
は
、

吉
野
さ
ん
以
外
は
全
員
第
５

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
投
票
し
、

結
果
は
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

４
．
５
票
、
吉
野
さ
ん
０
．

５
票
で
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
が
従
業
員
代
表
に
決
定
し

ま
し
た
。

こ
の
発
言
が
あ
っ
た
時
、

司
会
者
は
注
意
を
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
互
選
を
進
行
し
ま
し

た
が
、
果
た
し
て
、
こ
の
よ

う
な
不
適
切
発
言
に
続
い
て

行
わ
れ
た
投
票
の
結
果
が
有

効
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

発
言
が
無
け
れ
ば
投
票
結
果

は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。

誰
が
こ
の
不
適
切
発
言
を

し
た
か
は
現
在
不
明
で
す
が
、

発
言
者
は
司
会
者
で
は
な
い
、

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
は
な

い
、
男
性
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
ま
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

不
正
行
為
の
情
報
提
供
を

今
回
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー

プ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
代
表
選

挙
で
、
ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
ら
の
立
候
補
依
頼
、
特
定

候
補
者
へ
の
投
票
依
頼
な
ど

に
あ
わ
れ
た
従
業
員
の
方
は
、

是
非
、
組
合
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

(

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
で

検
索)

の
上
部
に
あ
る
「
従

業
員
代
表
選
挙
不
正
行
為
通

報
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
情

報
を
ご
提
供
下
さ
い
。

組
合
推
薦
候
補
へ
の
ご
支
持
を

組
合
推
薦
候
補
は
、
労
使

対
等
原
則
（
労
働
基
準
法
第

二
条
第
一
項
）
の
立
場
に
立

ち
、
従
業
員
代
表
に
選
ば
れ

れ
ば
、
労
働
条
件
の
維
持
は

も
ち
ろ
ん
向
上
を
図
り
ま
す
。

会
社
提
示
の
制
度
変
更
提
案

に
は
改
善
を
求
め
ま
す
。

今
後
と
も
従
業
員
代
表
選

挙
で
は
、
組
合
推
薦
候
補
を

是
非
ご
支
持
下
さ
い
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２２年１２月１９日 か い な 第２４１７号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２２年１２月１９日 か い な 第２４１７号(4)

か
い
な
次
号
は
１
月
16
日
発
行
で
す

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 12/22(木)16:00 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件 1/27(金) 9:50 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用不当労行為事件 1/27(金) 9:50 都庁第一庁舎南１階集合

従
業
員
代
表
選
挙

組
合
推
薦
候
補
へ
の
ご
支
持
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



(3)２０２２年１２月１９日 か い な 第２４１７号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２２年１２月１９日 か い な 第２４１７号(2)

12
月
1
日
、
全
労
連
争

議
支
援
総
行
動
が
４
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
昼
の
時
間
帯
に
は
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
本
社
前
に
４
コ
ー
ス
す

べ
て
か
ら
総
勢
２
０
０
名
も

の
争
議
支
援
者
が
集
結
し
、

争
議
支
援
の
「
の
ぼ
り
」
も

１
０
０
本
近
く
立
ち
ま
し
た
。

連
帯
の
挨
拶
で
は
次
の
よ

う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
給
料
・
昇

給
の
低
さ
や
パ
ワ
ハ
ラ
退
職

勧
奨
は
、
組
合
に
集
結
し
な

い
限
り
解
決
は
厳
し
く
、
ど

う
か
皆
さ
ん
組
合
に
加
入
し

て
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

・
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

は
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
給

与
も
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
る

が
改
善
し
た
、
そ
し
て
労
働

争
議
も
第
三
者
機
関
で
は
な

く
何
と
か
団
交
で
交
渉
を
し

た
い
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢

で
や
や
改
善
方
向
に
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
、
昇
給

の
低
さ
や
団
交
に
も
誠
実
に

応
じ
な
い
と
い
う
基
本
姿
勢

は
変
わ
ら
ず
、
全
く
改
善
の

姿
勢
を
見
せ
な
い
。

最
後
に
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
か
ら
復

職
し
た
本
人
が
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
に
先
立
っ
て
「
復

職
後
５
年
半
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
も
ち
ゃ
ん
と
会
社
に
お

り
ま
す
」
と
言
っ
た
時
、
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
活
動
を
労
働
者
の

た
め
に
継
続
し
て
い
く
ん
だ

と
い
う
意
志
を
感
じ
と
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

こ
の
あ
と
再
び
各
コ
ー
ス

の
行
動
に
戻
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
本

社
前
で
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
要
請
団

を
建
物
内
に
入
れ
よ
う
と
せ

ず
、
「
あ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
す
ら

ち
ゃ
ん
と
部
屋
を
用
意
し
て

対
応
し
て
い
る
ん
だ
ぞ
」
と

い
う
ヤ
ジ
が
飛
び
ま
し
た
。

ま
た
夕
方
に
は
、
東
京
都
労

働
委
員
会
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支

部
の
定
年
後
再
雇
用
事
件
と

Ａ
Ｉ
不
当
労
働
行
為
事
件
の

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
夜
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
東
京
地
方
本
部
・
南
部
地

区
協
議
会
の
第
１
次
春
闘
討

論
集
会
が
大
田
地
域
支
部
で

開
催
さ
れ
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支

部
を
は
じ
め
南
部
地
協
に
所

属
す
る
支
部
が
参
加
し
て
23

春
闘
の
取
り
組
み
の
意
識
合

わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

春
闘
討
論
集
会
で
は
、
参

加
者
が
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
23
春

闘
の
指
針
で
あ
る
「
23
春
闘

パ
ン
フ
」
を
読
み
合
わ
せ
た

後
、
講
師
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東

京
地
本
・
鈴
木
委
員
長
が
レ

ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
春
闘
を
取
り
巻
く

状
況
の
説
明
で
は
「
ス
ー
パ
ー

で
の
支
払
い
が
千
円
、
２
千

円
増
え
て
い
る
。
少
し
で
も

安
い
も
の
を
と
買
っ
た
の
に

量
が
少
な
い
と
ム
カ
ッ
と
く

る
」
「
電
気
代
や
灯
油
代
を

考
え
る
と
冬
の
暖
房
代
が
不

安
」
「
趣
味
の
買
い
た
い
も

の
も
我
慢
し
て
い
る
と
心
ま

で
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
う
」

な
ど
の
職
場
か
ら
の
悲
痛
な

声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
長
期
化
、

異
常
な
円
安
が
重
な
っ
て
、

電
気
・
ガ
ス
や
食
料
品
、
様
々

な
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が

続
い
て
い
る
と
述
べ
、
物
価

高
騰
か
ら
く
ら
し
を
ま
も
る

た
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
の
実
現
が
必
要

だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
岸
田
内
閣
の
経

済
政
策
の
中
身
が
、
①
「
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
」
移
行
の
指
針
づ

く
り
な
ど
財
界
と
一
体
と
な
っ

た
成
果
主
義
賃
金
の
推
進
、

②
転
職
・
副
業
の
受
け
入
れ

企
業
へ
の
財
政
支
援
、
③
解

雇
規
制
の
緩
和
（
無
効
解
雇

の
金
銭
解
決
）
な
ど
で
あ
り
、

政
府
頼
み
で
は
賃
上
げ
は
実

現
し
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

南
部
地
協
は
、
来
年
１
月

に
第
２
次
春
闘
討
論
会
を
開

催
し
春
闘
に
臨
み
ま
す
。

12
・
１
全
労
連
争
議
支
援
総
行
動

Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル
本
社
前
行
動

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ 大岡 義久 03-3808-5175

Kyndryl 箱崎 オペレーションズ 杉野 憲作 080-5915-6550

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間 康晴 080-5915-7817

Kyndryl 幕張 Ｄｅｌｉｖｅｒｙ 藤井 克己 080-5915-0806

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

IBM 大阪 コンサルティング 西尾 光平 080-6706-1660

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
本
・
南
部
地
協

第
１
次
春
闘
討
論
集
会

11
月
26
日
・
27
日
の
２

日
間
、
「
国
民
総
ぐ
る
み
の

春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
を
実
現

し
、
物
価
高
騰
に
よ
る
暮
ら

し
の
危
機
を
跳
ね
返
そ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
の
23
春
闘
討
論
集
会
・

第
７
回
組
織
建
設
全
国
会
議

が
静
岡
県
熱
海
市
で
開
催
さ

れ
、
現
地
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
国
か
ら
約
１
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

春
闘
討
論
集
会
で
は
、
参

加
者
が
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
23
春

闘
の
指
針
で
あ
る
「
23
春
闘

パ
ン
フ
」
を
読
み
合
わ
せ
た

後
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
三
木
委
員

長
か
ら
23
春
闘
を
と
り
ま
く

情
勢
の
説
明
と
、
春
闘
方
針

案
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

春
闘
方
針
案
と
し
て
は
、
生

計
費
原
則
に
基
づ
き
大
幅
賃

上
げ
を
要
求
す
る
こ
と
、
産

業
別
統
一
闘
争
と
組
織
の
拡

大
強
化
で
要
求
を
実
現
す
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

23
春
闘
を
と
り
ま
く
情
勢

三
木
委
員
長
は
23
春
闘
を

と
り
ま
く
情
勢
を
次
の
よ
う

に
説
明
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
出
口

が
ま
だ
見
え
な
い
状
況
に
あ
っ

て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
産
減
、

人
手
不
足
に
よ
る
物
流
の
混

乱
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
長
期
化
、
異
常

な
円
安
が
重
な
り
、
電
気
・

ガ
ス
や
食
料
品
、
様
々
な
生

活
必
需
品
の
値
上
げ
が
続
い

て
い
ま
す
。
10
月
の
消
費
者

物
価
指
数
は
前
年
同
月
比
３
．

６
％
上
昇
、
上
昇
幅
は
消
費

増
税
時
を
上
回
り
、
１
９
８

２
年
２
月
（
３
．
６
％
）
以

来
40
年
８
カ
月
ぶ
り
の
上
昇

と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
力
や

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
で
は
、
１
９
８
０
年
以
来

の
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
相
場
が
１
ド
ル
＝
１
４
０

円
代
後
半
に
な
っ
た
の
も
32

年
ぶ
り
の
円
安
水
準
で
す
。

１
世
帯
当
た
り
の
負
担
増
は

年
間
１
３
．
１
万
円
と
な
り

ま
す
。
40
年
前
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
時
や
31
年
前
の
バ
ブ
ル
経

済
の
時
は
物
価
が
高
騰
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
賃
金

も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
賃
金
が
上
が
ら
ず
、
物
価

だ
け
が
上
が
っ
て
い
く
異
常

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
は
実
現
で
き
る

23
春
闘
パ
ン
フ
の
「
第
二

章

賃
上
げ
は
実
現
で
き
る
」

か
ら
一
部
を
以
下
に
紹
介
し

ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

23
春
闘
は
、
な
ん
と
し
て

も
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
が

ん
ば
れ
ば
必
ず
要
求
は
実
現

で
き
ま
す
。
要
求
実
現
の
条

件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
異
常
な
物
価
高
騰
の
も
と
、

職
場
に
も
地
域
に
も
大
幅
賃

上
げ
を
求
め
る
切
実
な
期
待

が
充
満
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
職
場
・
地
域
の
思

い
に
依
拠
し
て
た
た
か
え
ば
、

大
幅
賃
上
げ
を
は
じ
め
と
す

る
要
求
を
実
現
す
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

・
商
店
街
や
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
に
も
大
幅
賃

上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
大
幅
賃
上
げ
で
国

民
の
消
費
購
買
力
を
高
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

・
日
本
の
賃
金
の
異
常
な
低

さ
が
社
会
的
な
認
識
と
な
り
、

大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
る
国

民
世
論
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
異
常
な
低
賃
金

は
、
国
内
の
消
費
購
買
力
を

弱
め
、
経
済
成
長
の
足
か
せ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
人
手
不
足
が
引
き
続
き
深

刻
な
こ
と
で
す
。
大
企
業
は

い
ぜ
ん
新
規
採
用
を
拡
大
さ

せ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
で

も
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
、
若
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
賃
金
・
労
働
条
件
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
岸
田
内
閣
の
経
済
政
策
に

は
「
賃
上
げ
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
中
身
は
、
①
「
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
」
移
行
の
指
針
づ
く

り
な
ど
財
界
と
一
体
と
な
っ

た
成
果
主
義
賃
金
の
推
進
、

②
転
職
・
副
業
の
受
け
入
れ

企
業
へ
の
財
政
支
援
、
③
解

雇
規
制
の
緩
和
（
無
効
解
雇

の
金
銭
解
決
）
な
ど
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
賃
上

げ
ど
こ
ろ
か
、
雇
用
と
く
ら

し
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
政
府
頼
み
で
は
賃
上
げ

は
実
現
し
な
い
の
で
す
。

賃
上
げ
実
現
の
た
め
に
労
働
組

合
に
加
入
を

賃
上
げ
の
実
現
は
労
働
組

合
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
、
労
働
組
合
に
入
っ

て
い
っ
し
ょ
に
大
幅
賃
上
げ

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

※
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

23
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
：

「
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

か
い

な
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

23
春
闘
討
論
集
会
・
組
織
建
設
全
国
会
議

物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
ま
も
る
大
幅
賃
上
げ
を


